
安
永
天
明
期
の
石
東
俳
諧

　
　
　
　
　
　
大
国
村
俳
諧
を
中
心
と
し
て

吉

川
　
隆
　
美

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
「
安
永
天
明
期
の
石
東
地
方
に
お
け
る
俳
諧
事
情
」
に
つ
い
て

は
、
昭
和
四
十
九
年
二
月
に
工
藤
忠
孝
氏
（
故
人
）
注
－
が
『
島
大

国
文
』
第
三
十
号
で
発
表
さ
れ
、
ま
た
昭
和
五
十
九
年
に
は
「
石

見
銀
山
領
の
俳
諧
事
情
」
を
『
郷
土
石
見
』
第
十
三
号
で
発
表
さ

れ
た
。
そ
の
後
に
仁
摩
町
教
育
長
で
あ
っ
た
門
崎
清
氏
（
故
人
）

が
、
平
成
七
年
十
二
月
に
自
伝
風
な
私
家
版
『
惜
花
風
頻
』
注
2
を

発
表
さ
れ
た
。
筆
者
は
今
回
は
か
ら
ず
も
、
そ
の
工
藤
忠
孝
氏
編

に
な
る
『
石
見
俳
諧
資
料
集
』
（
一
～
三
巻
）
を
入
手
す
る
に
及

ん
で
、
筆
者
に
関
わ
り
深
い
事
が
わ
か
り
、
且
つ
門
崎
清
氏
の
功

績
を
公
け
に
す
る
意
図
も
あ
っ
て
、
そ
の
門
崎
氏
の
内
容
を
補

筆
し
て
、
石
東
特
に
大
国
・
大
森
地
方
を
中
心
と
し
た
当
時
の
俳

諧
事
情
を
定
着
さ
せ
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
一
　
江
橋
の
大
国
俳
壇

　
島
根
県
の
石
東
地
方
と
い
う
に
は
概
ね
、
旧
安
濃
郡
、
逓
摩
郡
、

邑
智
郡
の
三
郡
つ
ま
り
江
戸
時
代
の
天
領
を
指
す
と
考
え
る
の

が
一
般
で
あ
る
。
因
み
に
那
賀
郡
・
美
濃
郡
・
鹿
足
郡
を
石
西
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
浜
田
藩
と
津
和
野
藩
と

を
含
ん
で
い
る
の
で
、
果
た
し
て
石
西
と
い
っ
た
か
ど
う
か
は

定
め
難
い
。

　
安
永
天
明
期
の
俳
壇
は
、
ど
う
や
ら
そ
の
逓
摩
郡
の
大
国
村

と
大
森
村
を
中
心
と
す
る
連
衆
と
、
逓
摩
郡
の
波
積
・
大
家
、
上

村
を
中
心
と
し
て
西
田
・
福
光
・
温
泉
津
に
も
及
ぶ
底
匂
舎
の
連

衆
、
邑
智
郡
の
川
本
・
簗
瀬
の
江
川
を
中
心
と
す
る
連
衆
、
そ
れ

に
今
一
つ
那
賀
郡
の
跡
市
・
有
福
を
中
心
と
す
る
連
衆
が
、
各
交

流
圏
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
其
角
↓
淡
々
↓
羅
人
↓
羅
江
・

風
状
と
つ
な
が
る
流
れ
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
心
に
い
た
の

が
、
大
国
の
岸
本
江
橋
で
あ
っ
た
。
そ
の
江
橋
が
、
耳
順
を
賀
し

て
安
永
九
年
に
編
ん
だ
俳
諧
選
集
『
年
華
集
』
序
文
に

　
　
　
（
上
略
）
石
見
の
大
国
な
る
岸
本
氏
江
橋
子
は
壮
年
の
頃

　
　
洛
の
羅
人
門
に
入
っ
て
誹
諧
を
学
び
、
続
て
五
始
・
風
状
に

　
　
も
親
し
か
り
し
が
、
近
頃
は
粗
（
あ
ら
あ
ら
）
古
名
家
の
深

　
　
に
も
派
（
？
）
事
、
四
時
の
風
物
を
た
～
に
見
す
ぐ
さ
ず
賦

　
　
詠
せ
し
句
、
頗
多
か
り
。
今
春
耳
順
の
齢
に
満
ぬ
る
を
自
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（
ら
）
も
祝
し
、
子
弟
親
友
あ
る
は
常
に
書
通
せ
る
人
々
に

　
　
も
賀
章
を
乞
て
一
集
正
に
な
れ
り
。
そ
れ
が
は
じ
め
に
年

　
　
の
華
と
題
す
。
こ
の
こ
と
を
記
し
て
よ
と
、
い
と
も
遥
け
き

　
　
山
陰
の
果
て
よ
り
尺
素
を
お
く
る
こ
と
屡
な
り
。
吾
其
人

　
　
を
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
既
（
に
）
道
を
同
う
す
な
る
上
、

　
　
も
と
よ
り
四
海
皆
兄
弟
也
。
ま
い
て
、
た
ゴ
六
十
余
州
の
う

　
　
ち
な
る
人
の
、
六
十
の
賀
す
な
る
に
い
か
で
触
（
こ
）
を
操

　
　
（
と
る
）
こ
と
を
し
も
辞
せ
ん
や
。

　
　
　
　
安
永
九
年
子
春
正
月
　
平
安
　
滄
浪
居
主
人
書

と
滄
浪
居
（
嚥
山
）
が
記
す
。
囁
山
は
京
の
人
で
三
宅
氏
、
質
商

で
読
本
作
家
で
も
あ
る
が
、
其
角
↓
巴
人
↓
宋
屋
と
続
く
宋
屋

門
で
あ
っ
て
、
羅
人
門
で
は
な
い
。
江
橋
の
幅
広
い
人
脈
を
語
る

一
面
で
あ
ろ
う
。
五
始
は
浪
花
の
中
島
雅
英
で
羅
人
門
で
あ
る
。

風
状
は
正
木
氏
で
京
の
人
、
同
じ
く
羅
人
門
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
『
年
華
集
』
跋
文
は
次
の
如
く
記
す
。

　
　
石
州
大
国
の
江
橋
貴
翁
、
六
十
の
賀
に
も
ろ
人
よ
り
祝
吟

　
　
み
ち
み
ち
て
、
秀
噂
を
並
ら
べ
万
歳
を
う
た
ひ
給
ふ
よ
し
、

　
　
令
郎
楚
江
子
、
丑
の
弥
生
に
（
天
明
元
年
三
月
力
）
京
へ
ま

　
　
か
り
て
、
予
に
践
を
書
よ
と
あ
る
に
ぞ
辞
詞
た
び
た
び
に

　
　
及
べ
ど
も
、
同
年
の
ち
な
み
を
以
て
、
ひ
た
好
み
に
望
ま
る

　
　
る
に
、
花
咲
流
れ
御
射
山
の
同
門
い
な
み
難
く
。
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
江
書

　
御
射
山
は
羅
人
の
こ
と
で
京
の
山
口
氏
、
羅
江
は
中
島
氏
で

京
の
人
羅
人
門
で
あ
る
。
江
橋
は
京
の
羅
人
門
で
、
風
状
・
五
始
・

羅
江
は
い
ず
れ
も
同
門
と
な
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
江
橋
の
場
合

は
そ
の
『
年
華
集
』
中
に

　
　
　
　
風
雲
斎
先
生
に
入
門
の
後
謁
し
て

　
　
撫
ら
る
㌧
頭
に
重
し
ふ
じ
（
ぢ
）
の
花

　
　
　
　
四
十
の
春

　
　
我
が
若
き
気
の
恥
し
き
こ
と
し
か
な

と
あ
る
。
正
木
風
状
は
別
号
が
風
雲
斎
で
あ
る
か
ら
江
橋
は
羅

人
の
孫
弟
子
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
風
状
が
宝
暦
頃
に
石

東
地
方
に
カ
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
は
、
工
藤
氏
の
「
石
見
銀
山

領
の
俳
諧
事
情
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
入
門
時
期
が
四
十

歳
春
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
こ
れ
だ
け
の
資
料
で
は
確
定
で
き

な
い
。
ま
た
同
じ
『
年
華
集
』
に

　
　
　
　
隠
居
せ
し
時

　
　
秋
を
し
る
我
身
ぞ
胸
の
月
の
友

と
吟
じ
、
安
永
六
年
の
『
除
元
集
』
（
後
述
）
に
は

　
　
　
　
今
年
仲
秋
の
頃
、
安
く
世
を
遁
れ
再
び
花
月
に
遊

　
　
　
　
ぶ
児
と
な
り
て
、
心
を
養
ふ
歳
末
の
た
の
し
さ
を

　
　
老
楽
や
節
季
も
筆
の
雪
こ
か
し

と
吟
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
安
永
六
年
八
月
に
隠
居
し
た

こ
と
は
確
定
で
き
る
。
安
永
九
年
『
年
華
集
』
成
る
年
が
六
十
歳

と
す
れ
ば
、
隠
居
し
た
の
は
五
十
七
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
更

に
前
述
の
四
十
歳
入
門
を
一
つ
の
仮
定
と
す
れ
ば
、
そ
の
問
二

十
年
に
及
ん
で
活
躍
し
た
こ
と
と
な
る
。

　
因
み
に
、
工
藤
氏
の
「
石
見
銀
山
領
の
俳
諧
事
情
」
に
よ
る
と
、

風
状
の
『
除
元
集
』
中
に

　
　
　
　
辰
の
冬
、
風
雲
斎
先
生
の
門
に
入
て
、
俳
名
も
あ
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ら
た
め
ぬ
る
事
を

　
　
積
雪
に
ひ
か
れ
て
吹
く
や
松
の
風
　
　
大
国
臨
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
述
）
（
宝
暦
十
一
年
）

と
あ
る
頃
に
、
江
橋
も
同
じ
く
入
門
し
た
と
す
れ
ば
前
の
不
確

定
は
ほ
ゴ
確
定
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
石
見
俳
諧
資
料
集
二
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
、
下
垣
内
和
人

氏
の
「
石
見
俳
壇
史
」
は
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
羅
人
編
『
太

郎
百
句
』
を
、
江
橋
が
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
夏
、
森
脇
志
程

に
借
り
て
写
本
し
た
事
を
末
尾
に
記
し
、
写
し
た
人
達
の
名
を

次
の
よ
う
な
紙
片
に
貼
付
し
た
と
記
し
て
い
る
。

安
井
積
水

岸
本
楚
江

河
島
猜
猜

久
利
可
登

岸
本
江
橋

安
井
善
兵
衛
好
章

岸
本
嘉
兵
衛
統
亮

河
島
徳
兵
衛

久
利
元
淑

岸
本
友
左
エ
門
統
張

　
ま
た
門
崎
清
氏
に
よ
る
『
惜
花
風
頻
』

翁
　
江
橋
　
岸
本
友
右
衛
門
　
統
張

江
橋
・
楚
江
の
墓
と
思
わ
れ
る
墓
石
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
こ
れ
は
門
崎
氏
が
、
地
元
の
利
を
活
か
し
て
丹
念
に
探

索
さ
れ
た
結
果
の
こ
と
だ
と
確
信
す
る
。
そ
し
て
門
崎
氏
は
そ

の
職
業
は
麹
屋
注
3
だ
っ
た
と
す
る
。

大
国
村
之
人

右
同
村
之
人

大
森
町
之
人
銀
山
附
役
人

大
国
村
之
人
医
師
也

（
カ
）
　
楚
江
父
也

　
　
に
は
「
野
雲
堂
・
不
勝

（
天
明
八
年
卒
）
」
と
あ
り
、

轟
轟

鱗
．
瀕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒
擾
、

羅
灘
婆
羅

　
　
　
麟
雛
難
麟
擁
擁
馨
擢
懸

図1．「惜花風頻」表紙

　
　
　
　
二
　
除
元
集

　
江
橋
の
事
績
と
し
て
『
年
華
集
』
に
先
立
っ
て
残
る
も
の
は

『
除
元
集
』
で
あ
る
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
除
夜
と
元
旦

の
句
を
中
心
と
し
た
歳
旦
集
を
編
集
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
彼
自
身
は
跋
文
に
次
の
如
く
語
る
。

　
　
　
近
き
年
頃
、
友
垣
し
げ
く
予
に
両
節
吟
を
集
め
よ
と
あ

　
　
り
け
れ
ど
も
、
諸
風
士
に
告
る
も
難
し
く
、
い
な
み
て
過
ご

　
　
せ
し
に
、
去
年
の
冬
ま
た
四
方
よ
り
、
し
き
波
の
す
す
め
に

　
　
逃
る
道
な
く
、
清
濁
坊
・
無
待
庵
の
両
友
を
翅
に
し
て
、
集

　
　
れ
る
除
元
の
祝
章
を
写
し
、
奥
に
時
候
の
句
を
載
て
、
行
末

　
　
長
き
薬
に
せ
ん
と
乞
ひ
け
れ
ば
、
賑
々
し
く
一
巻
成
て
、
め

　
　
づ
ら
か
に
た
の
し
き
春
に
遊
び
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
勝
翁
　
江
橋

　
そ
し
て
、
こ
の
『
除
元
集
』
の
巻
頭
に

　
　
　
　
歳
旦
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余
所
に
な
き
花
や
日
本
の
大
旭
　
　
　
　
　
　
　
江
橋

　
　
　
海
は
知
ら
ね
ど
若
う
な
る
水
　
　
　
　
　
　
　
積
水

　
　
昆
布
さ
へ
風
か
名
残
の
霜
置
て
　
　
　
　
　
　
　
補
拙

の
三
句
を
据
え
る
。
因
み
に
こ
の
発
句
は
『
年
華
集
』
後
半
部
に

も　
　
遠
近
の
好
人
よ
り
予
が
老
寿
を
祝
し
て
、
玉
詠
を
贈

　
　
り
給
り
し
芳
意
を
謝
せ
ん
と
、
書
集
て
梓
に
も
の
す

　
　
る
日
、
云
捨
し
こ
し
か
た
の
句
を
も
書
載
よ
と
、
人
の

　
　
勧
め
に
随
ひ
ぬ
れ
ど
、
拙
き
こ
と
草
の
色
香
な
き
を

　
　
残
す
べ
き
心
も
な
く
て
、
書
留
置
ざ
れ
ば
、
お
も
ひ
出

　
　
た
る
ま
ま
を
震
に
し
る
す
。
　
　
　
　
　
岸
本
　
江
橋

　
　
　
　
春
之
部

　
　
余
所
に
な
き
花
や
日
本
の
大
旭

と
あ
る
。
江
橋
の
思
い
入
れ
の
深
い
句
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　
江
橋
初
の
大
事
業
で
あ
る
安
永
五
年
の
『
除
元
集
』
の
序
文
を

担
当
し
た
の
は
積
水
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
橋
の
周
辺
を
語
る
に

便
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
天
徳
大
に
始
り
て
、
松
竹
門
に
あ
ら
た
ま
り
ぬ
。
情
は
時

　
　
を
も
っ
て
還
り
、
辞
は
情
を
も
っ
て
発
す
。
歳
首
を
賀
す
る

　
　
に
何
ぞ
詩
歌
誹
諧
な
か
ら
ん
や
。
さ
れ
ば
御
傘
の
し
た
た

　
　
り
に
遊
ぶ
末
流
お
㌧
し
と
い
へ
ど
も
、
わ
け
て
船
筏
た
る

　
　
御
射
山
の
月
に
酔
ひ
、
正
木
の
か
づ
ら
の
花
に
座
し
、
甫
、

　
　
羅
の
雪
を
分
け
入
て
、
新
治
の
源
水
乏
し
か
ら
ざ
る
は
不

　
　
勝
翁
也
。
詞
宗
の
班
別
は
願
は
ざ
れ
ど
、
旦
暮
、
意
を
文
台

　
　
に
湛
へ
、
吐
言
四
時
に
溢
れ
る
。
萄
蘂
の
童
ま
で
戯
考
添
削

　
　
を
乞
ふ
も
の
、
麻
の
ご
と
く
竹
に
ひ
と
し
。
去
年
中
島
の
わ

　
　
た
り
に
さ
は
る
こ
と
あ
り
て
、
風
人
岐
に
立
ぬ
る
を
、
不
登

　
　
の
両
子
、
筆
硯
を
か
㌧
げ
て
、
か
の
橋
を
指
さ
㌧
れ
け
る
に

　
　
ぞ
、
諸
好
士
除
元
集
の
淵
に
臨
ん
で
、
夜
光
の
玉
句
を
う
か

　
　
べ
給
ふ
と
、
拙
き
を
わ
す
れ
て
耕
雲
亭
積
水
い
ふ
。

　
先
述
の
『
年
華
集
』
序
践
を
補
足
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
の

で
、
一
度
本
文
に
即
し
て
み
る
。
つ
ま
り
、
松
永
貞
徳
の
『
御
傘
』

の
末
流
と
な
る
山
口
羅
人
の
門
に
入
り
、
そ
の
門
人
の
正
木
風

状
に
も
入
門
し
て
俳
諧
連
歌
の
道
に
分
け
入
り
、
た
ゴ
ひ
た
す

ら
に
精
進
し
た
。
格
別
人
を
か
き
分
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

い
つ
し
か
里
の
い
や
し
き
者
ま
で
教
え
を
乞
う
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
去
年
の
安
永
四
年
に
同
門
の
中
島
五
始
が
残
す
る

と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
て
、
事
の
停
滞
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
も

の
の
、
幸
い
無
待
庵
不
（
孚
）
可
注
4
と
清
濁
坊
可
登
の
両
子
の
助

力
に
よ
っ
て
、
こ
の
『
除
元
集
』
編
集
の
事
業
が
終
わ
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。

　
江
橋
編
の
『
除
元
集
』
は
安
永
五
年
か
ら
八
年
ま
で
の
四
編
が

あ
る
こ
と
が
工
藤
氏
の
努
力
に
よ
る
『
石
見
俳
諧
資
料
集
一
』
で

知
ら
れ
る
。
そ
の
四
編
の
編
集
姿
勢
は
ほ
ゴ
同
様
で
、
先
ず
、
歳

旦
の
三
吟
を
三
つ
並
べ
る
。
既
述
の
「
余
所
に
な
き
花
や
日
本
の

大
旭
』
の
江
橋
を
発
句
と
し
て
脇
句
が
積
水
、
第
三
句
が
補
拙
の

三
吟
、
次
い
で
補
拙
の
発
句
、
江
橋
の
脇
句
、
積
水
の
第
三
句
の

三
吟
、
更
に
積
水
、
補
拙
、
江
橋
と
い
う
風
に
、
客
人
・
亭
主
が

入
れ
替
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
歳
暮
の
発
句
を
補
拙
．
積

水
・
江
橋
の
順
に
並
べ
、
次
に
十
九
吟
の
歌
仙
を
置
く
。
こ
の
「
歳
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表1．除元集記載の句数

旦
↓
歳
暮
↓
歌
仙
」
の
配
置
は
四
編
と
も
同
様
で
あ
る
。
歌
仙
十

九
人
の
中
に
は
、
補
拙
・
江
橋
・
積
水
は
当
然
な
が
ら
、
臨
風
・

可
登
・
楚
江
の
大
国
連
衆
の
外
に
不
可
・
五
雲
・
其
木
・
亭
々
・

思
友
・
子
英
・
浄
琴
・
李
山
・
山
洞
・
竹
芽
・
楚
山
二
峰
・
山

宜
の
大
森
連
衆
も
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
仙
に
は
「
臘
月
十
六

目
立
春
あ
り
」
の
脇
付
が
あ
っ
て
、
補
拙
の
「
た
の
し
さ
や
佐
保

姫
も
来
て
年
忘
」
の
発
句
に
「
好
く
道
々
に
人
の
室
咲
」
と
江
橋

が
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
し
て
、
安
永
四
年
十
二
月
十
六
日

に
補
拙
を
客
人
と
し
て
江
橋
宅
で
巻
い
た
歌
仙
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
。
座
を
構
成
す
る
人
物
の
詳
細
は
全
く
不
明
だ
が
、
初

折
表
・
同
裏
、
名
残
折
表
・
裏
と
も
に
「
二
花
」
「
三
月
」
の
定

座
を
履
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
ら
し
て
、
江
橋
を
宗
匠
と
す
る
き

ち
ん
と
し
た
一
座
興
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
江

橋
・
積
水
・
補
拙
が
そ
の
座
中
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ

か
る
。

　
因
み
に
、
本
集
（
安
永
五
年
版
）
「
春
興
探
題
」
中
、
「
寄
梅
花

　　　　　　六
子妻弟兄母父親
　　　　　　一

に塞
翁
が
馬
子
も
子
た
り
む
め
の
花

目
を
さ
ま
す
山
へ
添
乳
や
ん
め
の
花

南
を
は
な
の
上
座
や
枝
も
兄

紅
梅
や
兄
を
持
た
る
は
な
の
兄

鉄
漿
の
い
ろ
や
み
さ
ほ
の
匂
ひ
草

行
の
む
め
と
か
ほ
る
や
孝
の
道

　
、

十
界
坊
（
補
拙
）

万
葉
坊
（
楚
江
）

耕
雲
亭
（
積
水
）

霞
膓
斎
（
臨
風
）

清
濁
坊
（
可
登
）

野
雲
窩
（
江
橋
）

と
も
あ
り
　
こ
れ
等
は
常
に
寄
り
合
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ

か
ろ
う
。

　
今
、
『
除
元
集
』
四
巻
と
『
年
華
集
』
と
に
お
け
る
、
句
数
を

み
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

　
江
橋
を
囲
む
連
衆
中
、
補
拙
の
位
置
は
か
な
り
高
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
例
え
ば
安
永
六
年
ま
で
冒
頭
の
歳
旦
三

吟
を
吟
じ
て
い
た
の
に
、
安
永
七
年
以
後
は
そ
の
補
拙
の
代
り

を
江
橋
の
息
子
の
楚
江
が
勤
め
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
間
に
残

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
が
、
そ
の
所
在
は
未
詳
で
あ
る
。
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三
　
積
水
と
春
水

　
そ
の
歳
且
に
つ
ぐ
歳
暮
の
後
に
位
置
す
る
歌
仙
（
安
永
六
年

は
十
六
吟
、
同
七
年
は
九
吟
、
八
年
も
九
吟
）
の
発
句
は
い
ず
れ

も
積
水
が
客
人
と
し
て
勤
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
積
水
は
江
橋
宗

匠
に
次
ぐ
位
置
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
積
水
に
つ
い
て

は
大
国
村
字
中
市
の
照
善
寺
（
坊
）
の
庭
前
に
文
化
八
年
（
一
八

一
一
）
十
二
月
に
建
立
さ
れ
た
「
文
亭
先
生
碑
」
に
よ
る
の
が
最

適
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
日
く
、

図2．文亭先生碑

　
大
国
村
字
川
西
の
西
山
の
麓
に
位
置
す
る
、
代
々
大
国
村
の

大
庄
屋
的
位
置
を
占
め
た
安
井
家
当
主
、
安
井
好
勝
の
第
五
子

と
生
ま
れ
、
九
歳
の
時
髪
を
剃
し
て
大
森
の
石
城
山
観
世
音
寺

の
月
海
律
師
に
入
門
し
た
が
、
五
年
を
経
た
時
、
父
好
勝
の
死
残

に
よ
っ
て
還
俗
し
、
父
の
後
を
継
い
で
善
兵
衛
を
名
乗
っ
た
。
諦

好
章
、
字
子
換
、
文
亭
と
号
し
た
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
六

月
廿
三
日
六
十
八
歳
で
残
し
た
。
俳
諧
を
よ
く
し
て
積
水
と
号

し
た
と
記
し
、
「
唱
夏
月
之
章
而
絶
入
」
と
記
し
て
、
そ
の
碑
の

左
側
に

　
　
我
も
消
る
中
に
候
ふ
や
夏
の
霜

と
刻
み
込
ん
で
い
る
。
白
居
易
の
「
江
楼
夕
望
招
客
詩
」
中
の
「
風

吹
古
木
晴
天
雨
、
月
照
平
沙
夏
夜
霜
」
を
踏
ま
え
、
「
夏
の
霜
」

で
さ
わ
や
か
地
上
を
照
ら
し
て
い
る
月
光
の
中
に
、
自
分
も
消

え
て
行
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
六
十
歳

の
時
隠
居
し
て
子
息
の
信
夫
に
家
督
を
譲
り
、
翌
八
年
に
再
び

下
髪
し
て
釈
に
帰
し
た
と
刻
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
が
工
藤
氏
の
い
う
「
仰
誓
の
『
妙
好
人
伝
』
初
編
下
、
十

一
の
『
石
州
善
兵
衛
』
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
も
知
ら
れ
る
」
で

あ
る
。
ま
た
子
息
信
夫
が
安
井
好
篤
で
あ
り
、
春
水
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
『
仁
摩
町
誌
』
に
よ
る
と
「
安
井
好
勝
－
好
章
－
好
敏

－
好
謙
」
と
な
っ
て
い
て
、
好
敏
と
好
篇
と
が
同
一
人
で
あ
る
か

ど
う
か
は
未
確
認
で
あ
る
。
碑
文
に
よ
る
と
、
積
水
に
は
男
女
十

四
人
の
子
供
が
あ
り
、
そ
の
内
の
七
人
が
早
世
、
信
夫
は
第
七
子

で
あ
る
、
季
子
美
基
は
河
島
の
婿
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
も
し
か

し
た
ら
既
述
の
猜
猜
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
碑
は
息
好
篤
が
建

立
し
た
も
の
で
、
撰
文
井
書
は
佐
和
華
谷
で
あ
る
。

因
み
に
華
谷
は
、
不
勝
翁
（
江
橋
）
六
十
の
賀
を
祝
し
て

　
四
百
四
十
五
甲
子
も
猶
お
か
し
花
始
　
　
　
1
年
華
集
1

と
い
う
句
を
贈
っ
て
い
る
。

　
華
谷
は
九
日
市
（
現
邑
南
町
沢
谷
）
の
出
身
で
、
前
述
大
森
観

世
音
寺
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
大
森
町
銀
山
入
口
の
元
刑
場

跡
に
、
そ
の
事
績
を
刻
ん
だ
石
碑
が
あ
る
。
観
世
音
寺
は
大
森
下

市
の
巌
の
上
に
あ
る
真
言
宗
の
寺
で
、
大
森
代
官
所
の
祈
願
道

場
で
あ
っ
た
。
碑
長
九
尺
余
、
華
谷
生
前
の
揮
毫
に
な
る
も
の
で
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碑
文
絶
佳
の
名
碑
だ
と
い
う
（
大
森
町
文
化
財
保
存
会
、
大
森
開

発
協
会
編
集
発
行
「
大
森
を
た
ず
ね
て
」
昭
和
三
十
二
年
十
一
月

に
よ
る
）
。
漢
学
者
で
あ
る
。
大
国
村
の
名
勝
の
一
つ
龍
巖
山
の

麓
で
亀
の
背
に
建
つ
碑
も
、
華
谷
の
撰
書
だ
と
い
う
。

江
橋
・
積
水
に
つ
い
で
、
江
橋
の
男
楚
江
に
つ
い
て
語
る
べ
き

だ
が
、
既
述
の
『
年
華
集
』
の
跋
文
の
「
令
郎
楚
江
子
」
以
外
に

は
、
同
集
中
に

　
　
楚
江
が
独
吟
一
万
発
句
を
祝
し
て

　
万
灯
に
願
ひ
満
つ
る
や
ゑ
び
す
講

と
父
江
橋
が
吟
じ
た
以
外
に
そ
の
親
子
関
係
を
語
る
資
料
は
見

当
た
ら
な
い
。
ま
た
『
年
華
集
』
に

　
　
右
歌
仙
、
合
二
巻
に
し
て
戯
考
し
ぬ
れ
ば
、
乾
の
巻
は
可
登
、

　
坤
の
巻
は
春
水
掌
握
し
ぬ
。

と
あ
る
春
水
は
前
述
「
文
亭
先
生
碑
」
中
に
見
え
る
安
井
好
篇
つ

ま
り
信
夫
だ
と
考
え
ら
れ
、
後
述
『
楽
書
集
』
中
の

　
　
　
　
（
文
化
十
五
年
）
文
月
二
十
二
日
よ
り
同
二
十
八

　
　
　
　
日
迄
本
郷
（
波
積
村
）
福
城
寺
に
供
養
有
献
灯
奉

　
　
　
　
納
、
大
国
春
水
評
有
之

　
　
て
ふ
て
ふ
に
見
せ
た
き
も
の
よ
帰
り
花

　
　
念
仏
の
峰
よ
り
高
し
富
士
詣

以
外
に
こ
れ
も
ま
た
、
考
証
の
た
め
の
資
料
不
足
で
あ
る
。
と
も

あ
れ
、
こ
の
江
橋
父
子
、
積
水
父
子
の
座
右
に
位
置
し
て
い
た
の

は
可
登
だ
と
思
わ
れ
る
。
（
表
1
に
見
え
る
如
く
春
水
が
『
除
元

集
』
に
登
場
す
る
の
は
六
年
版
以
降
で
、
可
登
よ
り
は
若
年
と
考

え
ら
れ
る
。
）

　
　
　
　
四
　
可
登

　
　
　
題
柳
　
　
　
　
　
　
　
　
－
安
永
五
年
除
元
集
－

　
　
川
か
ら
も
付
て
笑
ふ
は
柳
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
積
水

　
　
青
柳
や
餌
の
な
き
糸
に
遊
ぶ
魚
　
　
　
　
　
　
　
可
登

　
　
過
ち
て
あ
ら
た
む
る
気
は
柳
か
な
　
　
　
　
　
　
楚
江

　
　
ま
け
て
勝
智
謀
は
風
の
柳
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
橋

江
橋
を
囲
ん
で
、
談
笑
し
な
が
ら
の
即
興
句
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
可
登
の
句
が
一
つ
の
風
格
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
同
じ
安
永
五
年
の
『
除
元
集
』
に

　
　
　
　
予
は
居
を
野
雲
室
（
江
橋
）
に
隣
て
、
久
し
く
蘭

　
　
　
　
室
の
交
を
む
す
べ
ば
、
こ
の
一
挙
に
北
面
の
微
意

　
　
　
　
を
述
る
。

　
　
寄
れ
ば
撫
遁
れ
ば
ま
ね
く
柳
か
な
　
　
　
清
濁
坊
可
登

　
　
　
　
追
加

　
　
東
君
の
城
下
は
遠
し
領
境
　
　
　
　
　
不
勝
翁
（
江
橋
）

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
江
橋
と
可
登
と
の
住
居
は
隣
合
っ
て
い
て
、

可
登
は
常
に
北
面
の
士
の
気
概
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
門

崎
清
氏
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
そ
の
住
居
は
大
国
村
の
中
心
地
で

あ
る
字
上
市
に
あ
っ
た
と
い
う
。
積
水
の
安
井
家
は
字
川
西
で

あ
る
か
ら
今
の
距
離
で
い
え
ば
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
で
あ
る
。

双
方
が
互
い
に
寄
り
合
う
に
は
恰
好
の
位
置
で
あ
っ
た
。

　
　
よ
き
中
の
垣
ゆ
ふ
暮
や
年
一
夜
　
　
　
　
自
求
亭
可
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
安
永
六
年
除
元
集
1

　
　
戸
を
明
け
て
風
の
見
ら
る
㌧
柳
か
な
　
　
　
　
　
可
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
安
永
七
年
除
元
集
1
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両
句
と
も
こ
う
し
た
生
活
の
一
片
を
語
る
句
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
酉
の
冬
不
勝
翁
へ
随
門
の
句
有
、
前
書
を
略
し

　
　
　
　
て
弦
に
出
す
　
　
　
　
1
安
永
七
年
除
元
集
－

　
　
宝
と
た
の
む
梅
の
心
や
花
催
ひ
　
　
　
　
　
　
　
可
登

　
　
　
日
々
し
た
し
み
を
添
る
宮
線
　
　
　
　
　
　
　
江
橋

　
　
橋
ば
し
ら
流
に
小
枝
掻
分
て
　
　
　
　
　
　
　
　
楚
江

　
「
随
門
」
に
つ
い
て
、
江
橋
は
ま
た
弟
子
に
俳
号
を
与
え
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
卯
雪
を
改
（
む
）
る
に
、
江
の
字
を
給
は
り
し
を

　
　
　
　
よ
ろ
こ
び
て
　
　
　
　
1
安
永
七
年
除
元
集
1

　
　
咲
を
待
こ
こ
ろ
の
花
や
菊
の
苗
　
　
　
　
東
雲
斎
僑
江

　
　
　
連
（
れ
）
が
出
来
れ
ば
倦
ぬ
耕
　
　
　
　
江
橋

　
こ
の
人
物
も
大
国
の
者
と
考
え
ら
れ
る
。
五
年
の
除
元
集
に

二
句
、
六
年
に
四
句
は
い
ず
れ
も
「
卯
雪
」
、
こ
の
七
年
に
は
「
椅

江
」
で
二
句
、
八
年
に
二
句
、
年
華
集
に
一
句
で
あ
る
が
、
八
年

の
歳
旦
で
は
、

　
　
老
の
身
の
め
で
た
さ
い
く
へ
年
の
花
　
　
　
　
　
僑
江

と
あ
る
か
ら
、
か
な
り
老
年
で
の
入
門
と
考
え
ら
れ
る
。

『
年
華
集
』
に
「
自
求
亭
の
一
日
千
句
」
を
賀
し
て
「
見
る
う

ち
に
頻
る
夕
立
や
一
千
里
」
の
句
を
江
橋
が
吟
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
し
て
、
可
登
自
身
も
入
門
以
来
、
江
橋
の
右
腕
と
な
っ
て
骨

折
る
と
共
に
、
句
作
に
精
進
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
逝
も
の
は
昼
夜
を
捨
（
？
）
ず
、
睦
月
十
日
（
文

　
　
　
　
化
十
一
年
－
一
八
一
四
）
は
可
方
居
士
の
卒
巽

　
　
　
　
忌
な
る
よ
り
、
即
応
精
舎
（
大
森
の
勝
源
寺
）
に

　
　
　
　
会
莚
を
設
け
、
情
≧
生
前
の
旧
交
を
思
へ
ば
、
通

　
　
　
　
家
の
親
し
き
の
み
な
ら
で
筆
試
る
は
じ
め
よ
り
、

　
　
　
　
節
季
候
の
タ
ベ
迄
、
規
法
嘉
言
は
更
に
し
て
、
あ

　
　
　
　
る
は
花
に
座
し
月
に
酔
ひ
、
夏
の
夜
の
う
ら
な

　
　
　
　
く
む
つ
み
、
歓
憂
と
も
に
同
う
せ
し
も
、
定
め
な

　
　
　
　
き
世
の
あ
り
さ
ま
な
り
。
さ
れ
ば
歳
々
人
お
な

　
　
　
　
じ
か
ら
ず
と
、
今
更
詮
な
き
秩
を
ぬ
ら
し
な
が

　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
国
可
登

　
　
跡
し
と
ふ
目
に
陽
炎
や
百
ヶ
日

を
発
句
と
し
、
里
方
、
莫
言
（
両
人
と
も
大
森
の
人
）
と
続
く
歌

仙
は
大
森
の
江
永
堂
可
方
の
追
善
句
集
『
月
の
寝
ざ
め
』
乾
の
巻

の
も
の
で
あ
る
。
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
冬
、
江
橋
に
入
門
し

て
か
ら
三
十
七
年
を
経
過
す
れ
ば
、
可
登
の
こ
の
地
方
に
お
け

る
位
置
も
当
然
と
い
え
よ
う
。

　
因
み
に
可
方
は
諦
熊
谷
直
忠
、
大
森
に
も
数
な
き
旧
家
で
、
文

化
五
年
に
東
の
旅
に
赴
き
、
八
月
中
旬
か
ら
風
寒
に
侵
さ
れ
て

臥
床
、
九
月
廿
八
目
、
辞
世
の
句
「
月
花
の
夢
は
覚
た
り
九
月
尽
」

を
遺
し
て
残
し
、
築
地
の
善
玖
精
舎
に
葬
っ
た
も
の
の
、
十
一
月

十
七
目
に
大
森
の
即
応
山
勝
源
寺
に
改
葬
し
た
も
の
で
「
釈
散

美
居
士
」
と
し
て
、
勝
源
寺
の
墓
地
に
眠
っ
て
い
る
。

　
　
木
の
葉
ま
で
我
身
ひ
と
つ
に
時
雨
け
り

は
、
そ
の
時
に
息
里
方
が
吟
じ
た
も
の
で
あ
る
。
（
『
月
の
寝
ざ

め
』
乾
と
坤
の
巻
に
よ
る
）

　
さ
て
可
登
に
は
漢
詩
「
大
国
十
二
勝
」
な
る
も
の
が
元
大
国
小

学
校
（
現
大
国
公
民
館
）
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
作
者
は
久
利
慎
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で
あ
る
。
昭
和
四
十
七
年
一
月
発
行
の
大
国
文
化
観
光
誌
「
ふ
る

さ
と
十
二
勝
」
に
よ
れ
ば
、
久
利
村
（
現
大
田
市
）
の
松
代
城
主

の
末
裔
で
、
二
代
（
三
代
の
誤
か
）
久
利
元
泰
が
大
国
村
に
移
住

し
（
安
永
六
年
残
と
い
う
）
、
そ
の
後
を
継
い
だ
の
が
慎
（
元
淑
）

だ
と
い
う
。
そ
の
事
績
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　
元
淑
は
幼
名
を
茂
四
郎
と
い
っ
た
。
海
潮
山
勝
者
寺
（
大

　
　
森
町
、
曹
洞
宗
龍
昌
寺
末
寺
）
の
和
尚
に
つ
い
て
読
書
、
韻

　
　
文
、
易
学
を
、
松
江
侯
の
文
学
者
桃
白
鹿
に
儒
学
を
、
成
人

　
　
と
な
っ
て
京
都
で
医
学
者
吉
益
東
明
に
医
学
を
、
経
典
を

　
　
皆
川
原
也
に
学
ん
だ
篤
学
者
で
あ
る
。
特
に
在
京
中
俳
諧
、

　
　
詩
を
師
事
研
究
し
て
帰
郷
し
た
。
帰
郷
後
仁
術
（
医
）
を
業

　
　
と
す
る
か
た
わ
ら
寸
暇
に
詩
作
。
風
雅
を
好
み
近
郷
近
在

　
　
の
人
々
は
元
淑
の
徳
を
讃
え
、
文
学
の
指
導
も
受
け
た
。
誰

　
　
を
慎
字
を
元
淑
、
号
を
活
斎
、
冠
巌
山
と
い
い
俳
号
を
凌
雲

　
　
堂
と
も
い
っ
た
。

　
一
つ
一
つ
確
認
す
る
術
を
持
た
な
い
が
、
俳
号
を
凌
雲
堂
と

い
う
の
は
、
大
国
村
大
字
天
河
内
の
善
興
寺
に
、
文
化
三
年
五
月

の
凌
雲
堂
可
登
主
宰
の
献
額
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
俳
号
凌
雲
堂
は
安
永
七
年
の
『
除
元

集
』
に
も
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の
『
鳳
中
除
元
集
』
に
も
見

え
る
。

　
こ
こ
に
久
利
家
の
墓
注
5
に
つ
い
て
記
す
。
本
文
中
の
番
号
①

～
⑭
は
見
取
り
図
の
番
号
に
相
当
し
、
見
取
り
図
中
の
太
線
は

法
名
並
記
の
墓
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
○
は
判
別
不
能
の

も
の
で
あ
る
。

①
釈
教
観

②
○
○
○

③
○
○
○

④
釈
妙
教

⑤
釈
玄
廼

⑥
釈
義
運

⑦
釈
浄
春

　
釈
妙
○

⑧
O
O
O

⑨
釈
○
○

図3．久利家墓地

団
団

回
回
回

国
回
回

　
　
回
回

　
　
国
画

　
　
国
国

図4．墓地見取り図

久
利
原
元
吉
　
明
治
十
年
丁
丑
六
月
十
九
日
残

お
け
○
　
明
治
十
四
年
七
月
三
十
一
日

久
利
元
淑
一
女
生
年
二
歳
明
和
六
己
丑
十
二

月
八
日

俗
名
ソ
ノ
　
文
化
十
三
歳
丙
子
四
月
廿
六
目

久
利
元
淑
墓
　
折
肱
館
四
世
　
文
化
十
四
年
丁
丑

八
月
十
九
目

岡
田
元
長
墓
　
文
化
十
三
年
丙
子
八
月
二
十
目

俗
名
山
根
清
兵
衛
　
文
化
十
四
年
丁
丑
五
月

俗
名
た
き
　
文
政
七
甲
申
四
月
十
二
日

久
利
氏
　
お
ぬ
い
（
元
淑
母
か
）
　
安
永
五
丙
申
十

一
月
七
目

（
以
下
判
別
不
可
）
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⑩
釈
妙
西

⑪
釈
玄
道

　
　
元
泰

⑫
釈

　
　
○
O

　
　
O
O

⑬
釈

　
　
妙
苑

⑭
釈
妙
香

久
利
家
四
世
元
淑
九
女
　
同
五
世
元
俊
妻
俗
名
リ

エ
事
　
天
保
九
戊
戌
年

久
利
家
五
代
養
子
　
俗
名
元
俊
　
天
保
八
丁
酉
年

十
月
十
五
日

之
墓
（
以
下
判
別
不
可
）

久
利
元
淑
妻
　
天
明
二
壬
寅
十
一
月
廿
九
日

（
元
淑
と
連
名
に
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
）

元
淑
五
女
　
天
明
元
辛
丑
四
月
九
日

　
墓
石
⑤
は
「
折
肱
館
四
世
　
久
利
元
淑
」
の
墓
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
安
永
八
年
『
除
元
集
』
の

　
　
　
　
折
肱
を
も
て
館
に
号
し
事
を
問
ふ
人
に

　
　
肱
折
て
花
を
あ
ん
ず
の
林
か
な
　
　
　
　
　
　
　
可
登

で
、
証
し
と
な
る
。
可
登
は
本
業
の
医
を
志
す
か
た
わ
ら
、
地
元

の
た
め
に
更
に
貢
献
す
べ
く
、
当
時
世
に
聞
こ
え
た
華
岡
清
州

の
門
に
娘
婿
と
定
め
た
男
を
入
門
さ
せ
た
。
こ
れ
が
⑤
に
並
ぶ

⑥
の
岡
田
元
長
で
あ
る
。
華
岡
家
所
蔵
『
門
人
録
』
に
よ
る
と
、

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
十
月
四
日
に
て
「
石
州
銀
山
料
（
領
）

大
国
村
　
久
利
元
長
」
の
記
述
注
6
が
あ
る
。
不
幸
な
こ
と
に
こ
の

元
長
は
文
化
十
三
年
八
月
二
十
日
に
死
亡
し
、
久
利
家
相
続
の

志
は
消
え
た
。
⑪
の
釈
玄
道
俗
名
元
俊
が
隣
に
並
ぶ
⑩
元
淑
九

女
リ
エ
と
結
婚
し
て
久
利
家
五
代
を
継
い
だ
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
五
　
孚
可
（
不
可
）

　
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
八
月
東
都
か
ら
大
森
に
居
を
移
し
た

夏
音
舎
柊
里
の
尾
花
沢
、
象
潟
方
面
へ
の
紀
行
文
『
三
度
笠
』
（
寛

政
十
二
年
刊
）
の
仮
名
序
（
梅
暁
舎
里
鶯
）
と
真
名
序
（
様
巣
園

真
言
）
に
対
し
て
、
そ
の
附
録
集
の
序
文
に
孚
可
は
次
の
如
く
述

べ
る
。

　
　
　
梅
暁
舎
は
こ
の
三
度
笠
の
発
り
を
説
（
き
）
て
筆
の
つ
た

　
　
な
き
を
述
べ
ん
と
せ
ば
、
様
業
園
は
真
名
の
序
を
継
て
、
笠

　
　
に
カ
の
杖
を
添
へ
ん
と
す
。
我
が
輩
は
遠
境
近
里
の
風
土

　
　
に
句
々
を
も
と
め
て
、
集
の
終
り
に
花
を
か
ざ
り
、
三
度
笠

　
　
の
紐
を
し
め
ん
と
願
ひ
し
が
、
玉
章
遅
来
し
て
、
梓
下
も

　
　
と
㌧
な
（
整
）
へ
し
後
な
る
よ
り
、
附
録
と
な
し
て
、
天
地

　
　
人
に
も
ら
し
た
る
罪
を
遁
れ
ん
と
は
か
る
も
、
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価
涼
斎
　
孚
可

　
こ
こ
に
は
、
可
登
・
春
水
・
楚
江
の
句
は
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、

江
橋
や
積
水
の
句
は
な
い
。
江
橋
の
住
む
大
国
と
不
可
の
住
む

大
森
字
下
市
と
は
峠
を
挟
ん
だ
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
の
と
こ
ろ

で
あ
る
。
安
永
六
年
の
『
除
元
集
』
で
は
孚
可
の
「
初
雪
や
湯
気

と
成
ゆ
く
牛
の
上
」
を
発
句
と
し
、
脇
を
「
水
仙
ば
か
り
涼
し
か

る
風
」
と
江
橋
が
つ
け
、
第
三
句
を
「
賀
の
支
度
庇
に
昆
布
葺
足

し
て
」
可
登
と
す
る
三
吟
歌
仙
を
巻
く
親
密
さ
、
安
永
七
年
の

『
除
元
集
』
で
は
「
路
次
笠
の
着
ご
玉
ろ
は
よ
し
春
の
雨
」
の
発

句
を
孚
可
が
よ
み
、
脇
を
江
橋
が
「
接
置
し
木
も
目
を
覚
す
頃
」

と
付
け
る
八
吟
歌
仙
を
大
森
の
連
衆
と
興
行
し
て
い
る
。
江
橋

に
師
事
し
て
、
次
第
に
大
森
で
も
頭
角
を
顕
わ
し
て
来
て
い
る
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こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
れ
以
外
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
目
下
の
と

こ
ろ
確
認
の
術
が
な
い
。

　
な
お
、
上
述
の
莫
言
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
文
化
十
一
年
刊
の

『
月
の
寝
ざ
め
』
に

　
　
　
　
花
に
戯
れ
月
に
嘯
き
、
風
交
地
（
他
力
）
に
異
な

　
　
　
　
り
し
可
方
（
熊
谷
直
忠
）
の
ぬ
し
や
、
こ
と
し
水

　
　
　
　
無
月
東
武
に
旅
立
と
て
「
涼
し
さ
は
こ
㌧
ろ

　
　
　
　
ま
玉
な
る
扇
哉
」
と
あ
り
し
留
別
も
、
今
は
記
念

　
　
　
　
と
な
る
も
の
か
ら

　
　
手
向
て
は
花
も
う
ら
め
し
か
え
り
咲
　
　
大
森
　
莫
言

と
あ
る
こ
と
で
、
大
森
在
住
の
人
物
と
知
ら
れ
る
。
（
可
登
の
発

句
「
跡
し
と
ふ
目
に
陽
炎
や
百
ヶ
日
」
の
第
三
句
を
つ
け
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
）
。

　
な
お
、
不
可
と
同
じ
く
大
森
上
市
に
住
む
帰
厚
と
い
う
人
物

は
、
京
の
福
商
黒
柳
清
兵
衛
、
別
号
春
泥
舎
の
召
波
十
三
回
忌
追

悼
集
『
五
車
反
古
』
（
天
明
三
年
刊
）
に

　
　
と
も
か
く
も
時
雨
次
第
の
高
雄
か
な

が
人
集
し
て
い
る
が
、
当
地
（
石
東
）
で
は
、
表
1
の
通
り
、
句

数
は
少
な
い
。
『
年
華
集
』
に
も
江
橋
の
耳
順
を
祝
し
て

　
　
長
閑
さ
や
六
十
一
里
杖
い
ら
じ

の
献
句
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
人
の
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
三

十
三
の
厄
年
を
詠
む
句
が
『
除
元
集
』
に
存
在
す
る
以
外
に
、
羅

人
門
で
な
い
せ
い
か
、
所
在
確
認
は
で
き
な
い
。

　
　
　
六
　
底
匂
舎
藤
人

　
大
国
・
大
森
の
江
橋
の
連
衆
に
拮
抗
す
る
よ
う
に
、
大
家
・
波

積
・
上
村
を
核
と
し
た
藤
人
の
底
匂
舎
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
天
領
内
で
、
し
か
も
山
陰
道
（
旧
九
号
線
）
の
線
上
に

あ
っ
た
。
底
匂
舎
を
名
乗
る
瀧
鳴
房
藤
人
は
勝
氏
で
あ
る
以
外

は
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
波
積
の
山
口
松

風
の
句
集
『
楽
書
集
』
か
ら
、
そ
の
活
動
ぶ
り
を
考
証
し
て
み
る
。

そ
の
序
文
に
曰
く
、

　
　
　
山
口
松
風
翁
、
誹
名
南
枝
と
言
し
を
好
友
の
す
》
め
に

　
　
よ
り
、
貞
徳
翁
の
な
が
れ
に
遊
び
給
ふ
。
藤
人
先
生
へ
入
門

　
　
し
て
松
風
と
改
名
す
る
と
い
へ
共
世
の
有
様
に
つ
れ
ら
れ
、

　
　
風
雅
の
心
は
落
葉
と
な
り
て
ち
る
こ
と
な
し
。
老
年
に
お

　
　
よ
び
中
風
の
病
に
ふ
し
て
筆
に
遊
ぶ
事
叶
ず
。
終
に
寛
政

　
　
戌
（
一
七
九
〇
）
仲
夏
下
旬
に
し
て
お
は
り
給
ふ
。

松
風
の
息
蘭
秀
が
父
松
風
の
句
集
を
編
集
し
た
時
の
も
の
で
あ

る
。　

こ
の
『
楽
書
集
』
に
よ
る
と
、
松
風
は
推
定
十
九
歳
で
伊
勢
参

宮
、
二
十
七
歳
で
西
国
巡
礼
、
三
十
二
歳
で
江
戸
表
出
向
、
大
森

を
経
て
帰
省
と
い
う
旅
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
寛
政
二
年
（
一
七

九
〇
）
八
月
二
十
六
日
六
十
六
歳
残
で
あ
る
こ
と
が
次
の
蘭
秀

の
三
句
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
仲
夏
二
十
六
日
お
は
り
て

　
　
濁
り
江
に
笑
ふ
が
如
し
蓮
の
花

　
　
　
　
松
風
雅
翁
追
善

　
　
五
月
雨
も
降
ら
ぬ
に
濡
る
y
た
も
と
か
な
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語
ら
ひ
も
し
ぼ
る
涙
や
野
辺
送

　
こ
の
『
楽
書
集
』
に
は
続
編
が
あ
る
。
つ
ま
り
蘭
秀
自
身
の
句

集
で
あ
る
。
次
に
そ
の
序
文
を
見
る
。

　
　
　
　
　
（
上
略
）
藤
人
先
生
へ
入
門
せ
し
は
明
和
年
中
（
一

　
　
　
　
七
六
四
～
一
七
七
一
）
な
り
。
我
其
道
に
つ
た
な
く
し

　
　
　
　
て
、
つ
い
に
秀
る
こ
と
あ
た
は
ず
と
い
へ
共
、
風
雅
の

　
　
　
　
心
緒
を
延
反
古
を
揃
（
へ
）
て
笑
ひ
を
こ
ふ
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘭
秀

と
し
、
続
い
て
、
藤
人
に
入
門
し
た
こ
と
を
記
す
。

　
　
入
門
の
日
藤
人
先
生
よ
り
玉
句
を
給
ふ
。

　
　
　
　
松
風
雅
丈
の
長
男
、
此
こ
ろ
風
雅
の
道
し
る
べ

　
　
　
　
せ
よ
と
の
志
あ
れ
ば
、
一
句
を
以
て
行
衛
へ
（
ゆ

　
　
　
　
く
す
ゑ
カ
）
世
に
秀
た
ま
わ
ん
こ
と
を
祈
り
、
名

　
　
　
　
を
蘭
秀
と
ふ
れ
た
ま
へ
と
申
送
る

　
　
目
々
に
知
れ
道
の
若
菜
の
摘
加
減
　
　
　
底
匂
舎
藤
人

　
　
　
　
一
河
の
流
を
汲
て
改
名
あ
り
け
る
を
祝
し
て
五

　
　
　
　
七
五
の
こ
け
ら
く
ず
を
以
て
申
送
る

　
　
雪
ど
け
や
同
じ
流
を
む
す
ぶ
頃
　
　
　
　
九
皐
堂
鳴
鶴

　
　
只
秀
で
秀
で
た
ま
へ
よ
梅
の
花
　
　
　
　
題
柱
舎
花
橘

　
　
ゆ
る

　
　
免
さ
れ
て
野
辺
を
ぬ
り
出
る
芽
立
哉
　
　
　
大
嶺
亭
松
風

　
　
　
　
　
　
さ
て

　
　
是
か
ら
は
籾
永
き
目
の
花
見
か
な
　
　
　
　
　
　
蘭
秀

　
こ
こ
に
名
を
連
ね
る
鳴
鶴
・
花
橋
・
松
風
・
蘭
秀
が
、
藤
人
底

匂
舎
の
中
核
人
物
で
あ
る
よ
う
で
、

　
　
　
　
今
年
冬
松
風
実
父
に
お
く
れ
し
時
、
追
善
玉
句
を

　
　
　
　
貰
う

　
　
友
垣
の
力
は
落
て
寒
さ
か
な
　
　
　
　
　
　
郷
原
花
橋

　
　
冬
枯
の
跡
に
か
い
な
き
落
葉
か
な
　
　
　
　
石
田
鳴
鶴

　
　
過
し
世
へ
通
し
さ
せ
け
り
氷
る
鐘
　
　
　
　
　
　
勝
藤
人

松
風
の
『
楽
書
集
』
に
あ
る
も
の
で
、
松
風
の
実
父
の
追
善
句

で
あ
る
。

　
安
永
五
年
に
江
橋
が
『
除
元
集
』
を
編
集
し
た
当
初
か
ら
、
こ

の
波
積
の
連
衆
は
参
加
し
て
い
る
。

　
　
　
　
今
年
江
橋
翁
除
元
集
に
加
は
り
て

　
　
君
が
代
や
鶴
が
御
慶
を
言
始
め

　
　
幾
は
く
の
世
話
の
瀬
越
や
大
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
松
風
の
楽
書
集
－

　
　
　
　
今
年
大
国
不
勝
翁
江
橋
先
生
初
め
て
除
元
集
を

　
　
　
　
編
み
給
ふ
に
加
は
る

　
　
屠
蘇
の
香
に
梅
も
恥
た
る
旦
か
な

　
　
よ
き
こ
と
は
胸
に
つ
な
ぐ
や
宝
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
蘭
秀
の
楽
書
集
1

　
こ
の
四
句
は
安
永
五
年
版
『
除
元
集
』
に
「
波
積
底
匂
舎
連
中
」

と
し
て
藤
人
・
花
橋
・
鳴
鶴
の
句
と
共
に
尽
く
所
収
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
六
年
も
七
年
も
同
様
で
あ
り
、
七
年
の
除
元
集
に
は
、
藤

人
・
鳴
鶴
の
両
吟
歌
仙
さ
へ
所
収
し
て
い
る
。
大
国
・
大
森
と
波

積
と
の
交
流
は
こ
の
よ
う
に
緊
密
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
『
年
華

集
』
に
も
江
橋
の
耳
順
を
賀
し
て
次
の
句
を
送
っ
て
い
る
。

　
　
花
も
気
耳
順
ふ
友
そ
代
々
の
春
　
　
　
　
　
波
積
藤
人

　
　
ち
ら
ぬ
花
の
是
は
苔
そ
六
十
図
　
　
　
　
　
　
　
鳴
鶴

　
　
本
の
卦
へ
移
り
は
じ
め
の
今
年
哉
　
　
　
　
　
　
花
橋
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天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
元
日
は
大
雪
、
皆
既
日
蝕
、
七
月
稲

虫
発
生
と
い
う
異
常
が
続
き
、

　
　
　
　
凶
年
に
て
酒
造
る
事
な
ら
ず
　
　
　
1
楽
書
集
1

　
　
今
年
を
も
し
ら
ぬ
は
菊
の
盛
か
な

と
す
る
。
山
口
家
は
酒
造
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に

　
　
　
　
今
年
は
六
十
一
の
春
を
む
か
え
て

　
　
永
き
目
に
な
る
と
思
へ
ば
面
白
き

と
あ
る
か
ら
、
蘭
秀
の
誕
生
は
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
か
と
推

定
さ
れ
る
。

　
こ
の
蘭
秀
耳
順
の
年
に

　
　
　
　
瀧
鳴
房
藤
人
翁
追
善
発
句
会
有

　
　
灯
す
火
も
見
す
見
す
き
ゆ
る
寒
さ
か
な
　
　
　
　
蘭
秀

と
あ
る
に
よ
っ
て
藤
人
が
こ
の
年
以
前
に
残
し
た
事
が
知
ら
れ
、

翌
文
化
十
四
年
に

　
　
　
　
今
年
三
月
石
田
思
伯
翁
追
善
発
句
会
あ
り

　
　
ま
だ
ま
だ
と
言
間
に
ち
る
や
お
そ
桜
　
　
　
　
　
蘭
秀

で
鳴
鶴
が
残
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
郷
原
花
橋
は
寛
政
十
年
（
一

七
九
八
）
二
月
に
残
し
て
い
た
（
『
楽
書
集
』
に
よ
る
）
。

　
　
あ
と
が
き

　
（
亡
後
）
思
ひ
出
で
て
忍
ぶ
人
あ
ら
む
ほ
ど
こ
そ
あ
ら
め
、

そ
れ
も
ま
た
ほ
ど
な
く
失
せ
て
、
聞
き
伝
ふ
る
ば
か
り
の

末
々
は
あ
は
れ
と
や
は
思
ふ
。
さ
る
は
、
跡
問
ふ
わ
ざ
も
絶

え
ぬ
れ
ば
、
い
づ
れ
の
人
と
名
を
だ
に
知
ら
ず
、
年
々
の
春

　
　
の
草
の
み
ぞ
心
あ
ら
む
人
は
あ
は
れ
と
見
る
べ
き
を
、
は

　
　
て
は
嵐
に
む
せ
び
し
松
も
千
歳
を
待
た
で
薪
に
く
だ
か
れ
、

　
　
古
き
塚
は
す
か
れ
て
田
と
な
り
ぬ
。

『
徒
然
草
』
第
三
十
段
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
安
永
・
天
明
を
経
る

こ
と
二
百
年
を
は
る
か
に
へ
だ
た
り
、
壬
申
以
前
の
戸
籍
を
辿

る
術
も
な
い
現
在
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
確
認
で
き
る
一
端
を

語
っ
て
お
く
責
務
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
大
国
村
俳
諧
に
つ
い
て
は
『
除
元
集
』
に
よ
っ
て
推
定
す
る
限

り
、
江
橋
・
積
水
・
補
拙
・
臨
風
・
楚
江
・
可
登
・
春
水
の
七
人

の
ほ
か
に
漢
江
・
侍
江
（
卯
雪
）
・
金
芭
・
好
古
・
始
孝
・
答
谷
・

桃
渓
・
自
見
・
清
雨
・
夏
木
・
文
谷
・
大
珠
・
素
月
・
香
風
の
十

四
人
、
計
二
十
一
名
を
数
え
る
が
、
そ
の
所
在
は
江
橋
・
積
水
・

楚
江
・
可
登
・
春
水
の
五
名
を
除
い
て
は
一
向
に
確
認
で
き
な
い
。

積
水
・
春
水
父
子
に
つ
い
て
は

　
積
水
－
春
水
－
好
謙
－
好
尚
1
好
資
1
好
礼

と
そ
の
家
系
は
続
い
て
い
る
が
、
大
庄
屋
な
る
家
屋
は
崩
れ
て

叢
林
の
中
に
あ
る
。
岸
本
江
橋
1
楚
江
に
つ
い
て
は
門
崎
清
氏

が
、
そ
の
墓
石
を
確
認
し
て
お
ら
れ
は
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
は

不
明
で
あ
る
。
現
在
、
大
国
村
大
佐
谷
に
岸
本
の
姓
を
名
乗
る
家

が
あ
る
が
、
そ
の
末
裔
で
あ
る
か
否
か
は
定
め
難
い
。

　
既
述
久
利
家
墓
地
内
に
あ
る
①
は
久
利
原
元
吉
の
墓
で
あ
る
。

久
利
原
元
吉
は
明
治
に
な
っ
て
、
大
国
で
剣
道
場
を
開
い
た
。
そ

し
て
、
天
河
内
の
満
行
寺
の
第
十
三
代
住
職
小
笠
原
浄
諦
女
曾

満
と
結
婚
し
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
十
年
六
月
十
九
目
、
三
歳
と
二

歳
の
男
子
を
残
し
て
残
し
た
。
更
に
、
そ
の
時
に
曾
満
は
懐
胎
し
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て
い
て
、
元
吉
歿
後
の
十
月
廿
九
目
に
男
児
を
出
産
し
た
。
戸
籍

簿
に
よ
る
と
、
そ
の
男
児
、
鎌
吉
は
「
久
利
原
祐
吉
弟
、
亡
父
元

吉
三
男
入
籍
ス
」
と
し
て
、
明
治
十
年
十
一
月
廿
八
日
漣
摩
郡
大

国
村
吉
川
新
太
郎
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
二
歳
の
男
子
は
「
久

利
原
祐
吉
弟
、
亡
父
元
吉
二
男
入
籍
ス
」
と
し
て
、
明
治
十
一
年

四
月
十
四
日
安
濃
郡
刺
鹿
村
の
岩
谷
清
三
郎
の
養
嗣
子
と
な
っ

て
い
る
。
三
歳
の
男
子
祐
吉
に
つ
い
て
は
、
「
安
濃
郡
鳥
井
村
鳥

井
弐
百
四
拾
四
番
地
屋
敷
宮
脇
隆
吉
附
籍
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
幼
児
で
あ
る
た
め
に
戸
籍
を
も
た
な
い
こ
と
に
な
り
、
戸

籍
を
作
る
に
至
ら
ず
し
て
残
し
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
「
宮
脇
隆

吉
」
と
は
何
者
か
。
『
鳥
井
町
史
誌
』
注
7
に
よ
る
と
、

（
西
恵
比
須
屋
）
1
文
秀
一
見
眠
一
九
代
元
碩
－
＋
代
隆
吉
－
±
代

信
吉
－
＋
二
代
恵
直
と
あ
り
、
そ
の
「
隆
吉
」
は
医
家
で
あ
っ
た
。

既
述
「
ふ
る
さ
と
十
二
勝
」
に
よ
る
と
、
「
石
見
八
幡
宮
宝
物
、

古
器
、
棟
札
の
目
録
」
中
に

　
　
大
国
十
二
章
詩
　
撰
者
　
久
利
慎
、
筆
者
浪
華
呉
策
　
安

　
　
政
三
年
丙
辰
二
月
　
寄
附
人
宮
脇
元
碩
注
8

と
あ
る
。
元
碩
は
そ
の
隆
吉
の
先
代
で
あ
る
。
久
利
原
祐
吉
は
そ

こ
に
身
を
寄
せ
た
。
宮
脇
家
に
十
二
勝
詩
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
久

利
家
の
家
系
に
は
名
に
「
元
」
の
字
を
有
す
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
既
述
の
如
く
久
利
元
淑
の
家
系
は
元
俊
ま
で
は
辿
れ
る
が
、

そ
の
次
と
元
吉
と
の
つ
な
が
り
が
確
認
で
き
な
い
。
元
俊
以
後

に
何
ら
か
の
事
が
あ
り
、
久
利
の
下
に
原
を
つ
け
て
「
久
利
原
」

と
名
乗
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
久
利
家
の
墓
に
元
吉
が
葬

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
吉
の
妻
曾
満
の
墓
は
満
行
寺

墓
地
に
あ
っ
た
。
恐
ら
く
吉
川
新
太
郎
の
所
業
か
と
思
わ
れ
、
以

後
現
在
に
至
る
ま
で
、
久
利
家
の
墓
守
は
吉
川
家
が
行
っ
て
い

る
。　

元
吉
の
久
利
原
道
場
は
江
橋
・
可
登
ら
の
住
居
と
推
定
さ
れ

る
字
上
市
の
隣
接
地
に
あ
り
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
三
十
日
発

行
の
『
仁
摩
町
誌
』
は

　
　
大
国
小
学
は
当
初
一
時
勝
音
寺
（
廃
寺
）
、
浄
行
（
光
）
寺

　
　
を
仮
校
舎
に
当
て
た
が
、
や
が
て
空
屋
（
現
在
の
大
国
支
所

　
　
地
）
を
借
用
し
て
校
舎
と
し
、
明
治
二
十
八
年
に
新
校
舎
を

　
　
現
在
地
に
建
て
る
ま
で
、
そ
れ
が
続
く
。

と
あ
り
、
ま
た
、
『
大
国
天
河
内
教
育
史
』
注
9
の
大
国
小
学
校
略

年
史
に
「
島
根
県
遽
摩
郡
大
国
村
大
国
小
学
校
（
栗
原
元
吉
宅
）
」

と
あ
る
。
栗
原
は
久
利
原
の
誤
り
で
あ
る
が
、
前
項
に
「
空
屋
」

と
あ
る
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
空
屋
、
久
利
原
元
吉
氏
宅
が
明
治
二

十
八
年
以
降
大
国
村
役
場
と
な
っ
た
。
同
教
育
史
に
当
時
の
校

舎
略
図
が
あ
る
が
、
そ
の
通
り
の
建
物
で
剣
道
場
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
場
所
に
役
場
の
事
務
机
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
が

小
学
生
の
頃
、
父
が
そ
の
役
場
に
勤
務
し
て
い
た
た
め
に
、
度
々

訪
れ
て
そ
れ
を
記
憶
し
て
い
る
。
こ
の
役
場
も
新
し
く
建
て
替

え
ら
れ
た
が
、
今
は
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
そ
の
跡
形
は
な
い
。

　
ち
な
み
に
元
吉
が
使
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
木
刀
五
振
と
遺

影
は
吉
川
家
に
残
っ
て
い
る
。
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筆
名
。
本
名
は
工
通
忠
孝
。

B
5
版
、
上
下
二
段
組
、
二
十
六
頁
。
図
1
。

「
ふ
る
さ
と
十
二
勝
」
の
「
文
化
九
年
、
大
国
糀
屋
岸
本

清
兵
衛
が
、
上
市
の
大
佐
谷
に
あ
る
臨
光
庵
の
観
音
堂

（
現
地
蔵
堂
）
を
建
立
し
て
、
子
安
観
世
音
菩
薩
を
安
置

す
る
。
」
に
よ
る
か
。

始
め
「
不
可
」
、
安
永
六
年
以
降
「
孚
可
」
。

大
国
村
上
市
の
天
神
山
中
腹
に
あ
る
。

梶
谷
光
弘
氏
の
調
査
に
よ
る
。

昭
和
五
十
二
年
十
月
十
日
発
行
。

石
見
八
幡
堂
に
奉
納
さ
れ
た
額
十
二
勝
の
末
尾
に
付
記

さ
れ
た
も
の
に
「
我
が
王
父
冠
巖
翁
嘗
っ
て
此
作
あ
り
。

寛
政
年
中
明
府
菅
公
一
覧
嘆
賞
し
て
賦
一
律
を
な
し
て

賜
る
。
先
考
元
恵
（
見
限
力
）
こ
れ
を
堅
木
に
刻
ん
で

以
っ
て
扁
額
と
為
し
、
土
地
の
神
廟
の
冒
に
掲
げ
、
以
っ

て
不
朽
を
謀
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
卒
し
て
果
た
さ
ず
。
不

肖
元
碩
今
其
志
を
継
ぎ
、
後
世
の
子
孫
を
し
て
所
感
、
興

起
を
発
せ
ん
と
云
々
。
安
政
三
年
春
二
月
下
浣
　
宮
脇

元
碩
謹
誌
」
と
あ
る
。

昭
和
三
十
一
年
十
一
月
一
日
発
行
。

　
　
　
　
　
（
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
名
誉
教
授
）

　
旧
臘
緊
急
入
院
の
事
態
に
陥
り
成
稿
断
念
の
と

こ
ろ
、
松
江
高
専
名
誉
教
授
目
野
和
久
氏
の
親
身

も
及
ば
ぬ
ご
支
援
に
よ
っ
て
、
漸
く
日
の
目
を
見

る
こ
と
を
得
た
。
記
し
て
謝
辞
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
二
〇
一
一
、
一
、
一
四
日
〉
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